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　　　　　　　台本第2稿を作成 仮映像第3版を作成 → 監修































































































































































































































・スタッフロール / 企画 名古屋市東山動植物園　　制作 椙山女学園大学 栃窪研究室
・エンドタイトル
4．学生指導の留意点
　教員が学生を指導するとき，①学生の出来ることを的確に判断する，②学生の可能性を
広げて育てる，③グループ制作をコーディネートする，④東山担当者との連絡・調整を円
滑に行う，⑤制作者として正しい判断をする，という5つの視点を大切にした。
⑴　学生の出来ることを的確に判断
　映像制作は専門性が高い領域である。特に今回のように公共の場所での公開を前提にし
た作品は制作者の力量や責任が問われる。制作過程で，学生にできる作業もあれば，当然
できないこともある。できないことを学生にやらせようとすると，プロジェクト全体が崩
壊する可能性がある。したがって学生ができないことは，教員が見本を示す形で実行する
ことが求められる。教員にとっては，手を出し過ぎると学生の自主性が損なわれる恐れが
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あり，難しい判断でもある。今回の場合は構成・台本作成はそうした視点で教員が担当し
た。現場でも難しい撮影は教員が見本を示す形でカメラ撮影をした。
⑵　学生の可能性を広げて育てる
　映像制作には様々な作業工程があるが，経験が少ない学生でも，若い女性という感性を
生かして的確にできる領域もある。今回は，音楽・選曲，タイトルCG作成，ナレーショ
ンはとても良くできた。担当の学生は自分の可能性を広げ，大きく成長できたと思う。教
員としては，そうした作業は学生の意見や提案をできる限り尊重し，学生の自主性を大切
にして，クリエイティブな思いを育てる方針で指導した。
⑶　グループ制作をコーディネート
　今回の作品は3年ゼミ＝10人と教員との共同制作である。ただし3年ゼミは，この作品
以外に名古屋市広報映像や東山シリーズ映像など計6本もの作品を制作していた。このた
め学生10人全員が平等に東山80年映像に参加した訳ではない。現場撮影にしか参加しな
い学生も多い。したがってディレクター担当の学生を中心に，教員も含め全員で，チェッ
クポイントごとに映像を確認し，意見交換して，修正を行うなど，グループ制作を上手く
コーディネートする必要がある。これは東山以外のゼミ映像制作でも共通することである。
⑷　東山担当者との連絡・調整
　地域連携による共同制作は連携先との連絡・調整が重要になる。教育効果も考え，学生
に直接，連携先の担当者と連絡・調整させることもある。連携先の担当者は学生に対して
丁重に対応してくれるケースが多い。ただし今回は長さ20分を超える映像記録を短期間
に制作するのでその余裕はなかった。このため教員が東山との連絡・調整を進めた。その
写真1　東山動植物園での撮影風景
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進め方は，テレビ局や制作会社がクライアントと行うような密度の濃い内容だった。東山
の担当者がしっかり対応してくれたことが，優れた作品を制作する原動力になった。連携
先との連絡・調整は，プロジェクトの状況に応じて教員が的確に判断することが求められ
る。
⑸　制作者として正しい判断
　こうしたプロジェクトは制作作業が予定通り進んでも，学生への指導が上手くできても，
優れた作品が完成できないと結果的には失敗になる。こうなると学生への教育効果も低下
してしまう。したがって教員は企画，構成，台本，撮影，編集など全工程を通して，優れ
た作品を完成させる方向で，学生スタッフを牽引することが求められる。なかでも企画段
階の判断が重要で，その段階で良い作品が作れる見通しが得られなければ，プロジェクト
を中止することも必要だ。今回は難しい内容だったが，昔の資料映像と，過去のドキュメ
ンタリー映像があり，「いのちを未来につなぐ」というキーワードが出たことが，「優れた
作品を制作できる」という制作者の判断を支える大きな材料になった。
5．完成作品の活用・発信
　映像記録「いのちを未来につなぐ～東山動植物園 開園80年」（本編＝21分30秒）4）は
2017年1月に完成した。完成作品は当初の計画通り，インターネットで動画公開し，東山
動植物園などで上映展示された。またテレビ放送を希望するケーブルテレビ局2社には，
番組素材として無償で提供した。作品の活用・発信は下記の通りである。
【インターネット動画公開】
　・バーチャルひがしやの動物園＆植物園サイト（ピックアップ）
　・東山動植物園公式サイト（80th特設サイト /園内マップ）
　・名古屋市公式動画サイト（なごや動画館「まるはっちゅーぶ」1chナゴヤの魅力）
　・椙山女学園大学YouTubeサイト（地域連携 /ドキュメンタリー）
【上映展示】
　・東山動植物園（動物会館 )　開園時間中に映像をリピート上映　2017年3月～
　・科学技術週間記念講演会＆上映会　名古屋市科学館ホール 2017年4月22日
【テレビ放送】
　・愛知県一宮市のケーブルテレビ「アイ・シー・シー（ICC）」
　　2017年4/1日（土）～ 15日（土）
　　月14：30　火18：30　水21：30　木13：00　金15：30　土8：00　日11：00
　　　☆再放送 2017年10月（月18：00　火20：30　水08：00　木10：30　金14：00）
　・愛知県稲沢市のケーブルテレビ「稲沢シーエーティーヴィ」
　　2017年4月2日・30日13：00　4月16日・23日19：00
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6．まとめ
　企画に沿った映像作品を予定の期日まで作り上げ，映像を広く公開・活用できたので，
大学・東山動植物園の双方ともプロジェクトは成功だったと受け止めている。教員として
は映像を無理なく構成でき，貴重な昔の動画や独自取材映像を入れたことで，テレビ局に
も負けない優れたドキュメンタリーになったと思っている。これは制作に取り組んだゼミ
学生やアドバイスしてくれた東山担当者の熱意によるところが大きい。作品を完成・公開
した2017年1月～ 3月にかけて，中日新聞，毎日新聞，朝日新聞，読売新聞が「椙山学生
の東山映像制作」として新聞記事を掲載してくれたほか，中部日本放送CBCと東海テレ
ビがテレビニュースで取り上げてくれた。大学ゼミの活動が新聞・テレビで大きく報道さ
れたのは異例のことだった。メディア報道が相次いだ背景には，完成映像のクォリティが
高く，映像をネットで視聴した記者に学生の思いが伝わったことが大きいと思う。教員と
しては，椙山・栃窪ゼミでしか制作できない優れた作品になったと思っている。作品は
2017年9月に名古屋で開催された「あいち国際女性映画祭2017」と同年11月に大阪で開
催された「地方の時代・映像祭2017」に出品した。
　地域と大学が連携して映像を制作・発信する取り組みは全国的にも増えている。映像は
インターネットで広く発信でき，社会への影響力が大きく，地域の振興や活性化に貢献で
きるからである。大学にとってもメディア教育の実践フィールドに活用し，学生教育に
フィードバックできる。しかしながら全国的にはプロジェクトが上手く進むケースは意外
に少なく，成功例は多くはないようだ。その理由は，映像制作は専門性が高く，学生にクォ
リティの高い映像制作を的確に指導できる教員が少ないからである。こうしたプロジェク
トは成果物が映像で，学術論文や報告書等とは違い，誰が見ても良し悪しが判断できる。
ある意味では「本物勝負」の厳しい世界でもある。教員にとっては高度な映像制作能力と
写真2　東山動植物園（動物会館）での映像上映（制作した学生）
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学生指導力が求められる。テレビ現場のディレクターより難しいスキルが求められるとも
言える。本学メディア情報学科では日常的に，こうした複数の地域連携プロジェクトに取
り組んでいる。今後も地域と連携・協力して教育内容を充実すると共に，こうした優れた
取り組みを将来につなげる教育システムの構築が求められる。
参考文献等
1） WEBサイト「バーチャルひがしやま動物園＆植物園」
  http://www.ci.sugiyama-u.ac.jp/vhzbg/index.html
2） ドキュメンタリー「アジアゾウの出産～東山動植物園～」
  https://youtu.be/080RLcQONag
3） ドキュメンタリー「人工哺育アニーを群れに～東山・ゴリラ飼育日誌～」
  https://youtu.be/FnrhSMFsdRE
4） 映像記録「いのちを未来につなぐ～東山動植物園 開園80年」
  https://youtu.be/0BZNNLZNNtQ
